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要 旨
大和茶は奈良県の北東部に位置する大和高原の山間部で主に生産されている。この論文では、さま
ざまな組織が協力し合って実施している 2017 年大和茶普及イベントでの街頭アンケート結果を参考
として、大和茶商品の開発にいたった過程について述べている。アンケート結果を分析し、60 歳代
以降だと急須でのお茶をいれるのが多いのに対して、20 歳代では急須を使わない人が多いことが判
明した。また、日本茶を買う場合に決め手となる点として、全世代に共通な要素としての味や価格に
加えて、パッケージや形状という回答は比較的若い世代に多いことがわかった。そこで、より広い世
代に日本茶商品を手に取ってもらいやすくするために、大和茶のパッケージ開発を平安女学院大学と
月ヶ瀬協議会の連携をもとに行った。試飲販売会での市場の反応と茶農家のパッケージシールの要望
などを踏まえ、改良を重ねたことで、最終的には、継続的な商品販売システムの確立までこぎつける
ことができた。
〔キーワード〕 日本茶、地域資源マネジメント、持続可能性、商品開発、ブランドイメージ戦略
はじめに
大和茶は、「100％奈良県で生産されているお
茶」という定義が奈良県においてなされており、
図 1に記載したように、奈良県大和高原地域で主
に生産されている。昨今、茶栽培面積は全国的に
減少傾向となっており、その傾向の著しいのが奈
良県の大和茶栽培地域である（図 1参照）。本論文
では、大和茶普及イベントで実施したアンケート
調査結果を受け、大和茶のパッケージ開発を平安
女学院大学と月ヶ瀬協議会の連携をもとに学生と
地元とのコラボレーションで行った経緯について
述べたい。
第 1章 奈良県内の茶業と「大和茶」ブランディング
（1）奈良県内の茶業の現状と「茶業振興基本計画」
奈良県は、茶生産地域として国内でも上位に属するエリアとなっている。農林水産省「茶統計年
報」、「工芸作物統計」及び「作物統計」のデータをとりまとめた「平成 29 年度茶関係資料」による
＊１：平安女学院大学 国際観光学部
＊２：京都大学 学際融合教育研究推進センター森里海連環学教育研究ユニット
図 1 大和茶栽培エリア（筆者作成）
平安女学院大学研究年報 第 19 号 2018
－ 21 －
と、奈良県は静岡県、鹿児島県、三重県、宮崎県、京都府、福岡県などと並ぶ全国有数の荒茶生産量
となる茶産地である。また、寺田（2017）に大和茶の一大生産地である月ヶ瀬地域、田原地域が取り上
げられているように、古くから大和高原地域では、茶が生産されてきている。しかしながら、山本・
清水（2018b）で取り上げたように、近年の茶の栽培面積の減少は深刻である。一方で、価格に関する
経年データを見てみると、緑茶（普通煎茶）の一番茶価格では、奈良県は、1キログラム当たりの生産
者価格の金額において昭和 60 年に 2,114 円であったのが、平成 26 年、27 年の 2年間が 950 円と大幅
に下落しており、平成 28 年には 970 円、平成 29 年には 1,200 円となり、少し価格が上昇しているも
のの平成 60 年の価格とはまだ差があることがわかる。一方で京都府は、昭和 60 年に 2,618 円であっ
たのが、平成 28 年に 3,026 円、平成 29 年には 3,253 円となっている。
このような現状も踏まえ、奈良県には、茶業振興推進を目的とした中期課題と振興方針を 5カ年毎
に示す「茶業振興基本計画」が存在する。これは、平成 24 年を基準年次とした 25 年～29 年度まで
の 5カ年計画について示したものであるが、その中で、本論文でテーマとするブランディングに関し
て注目すると、大和茶は高原で栽培されていることもあり、全国的に見ても遅場産地となっているこ
とが指摘されている。茶の価格は、一番茶が一番高値で取引され、取引が早ければ早いほど、高値で
取引されるという傾向がある。そのため、奈良県で茶の収穫が本格化するころには、すでにほかの地
域での一番茶がすでに出回っているという状況がみられる。また、「大和茶」としての流通も少ない
ため、「大和茶」そのもののブランド力は弱いと記されている。
これらの現状を踏まえたうえで、この計画の中で、重点振興対策として取り上げられているのが、
表 2に示す項目である。本論文では、加工及び流通の高度化という点における「大和茶のブランド力
の向上」の一環としての取り組みを取り上げる。
（2）ブランディングにかかる先行研究
関西地域の茶業にかかるブランディングを目的とした商品開発の先行研究については、宇治茶の一
大生産地域である和束町で生産される和束茶を取り扱った商品開発についてまとめた細見（2012）があ
る。この論文は栄養学的な観点と食育と学生教育の観点から商品開発をとらえており、茶葉を食すと
いう観点からの食育を学生とともに行っている。さらに、パッケージ開発とアンケートの結果との関
連性について述べたものに、同じ農産物であるイチゴを対象とした大西・後藤（2012）がある。ここで
は、プレゼント、自家消費用といった消費目的別でのパッケージ開発のニーズへの対応の重要性が述
べられている。また、菓子の一種である羊羹を対象として、大学でのパッケージ開発の過程を述べた
ものに、平田・伊藤（2018）が存在する。パッケージの開発を教育の一環としてとらえている点におい
て、本論文と共通する。本論文では、奈良市月ヶ瀬地域（旧月ヶ瀬村）を中心として、山本・清水
表 1 「奈良県茶業振興基本計画」における重点振興対策
＊「奈良県茶業振興基本計画」2－3 頁参照のうえ筆者作成
（1） 生産者の経営の安定
作業性と生産力の向上
担い手の育成
（2） 加工及び流通の高度化
大和茶のブランド力の向上
加工施設の整備
（3） 品質・付加価値の向上の促進
安全安心な大和茶の確保
高品質化・付加価値の向上
（4） 消費の拡大
大和茶の消費拡大
食育への取り組み
輸出への取り組み
（5） お茶の文化の振興 お茶の文化に関する理解の増進
（6） その他 生産指導体制
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（2018a）で取り上げた山村活性化支援対策事業における交付金をもとにした大和茶商品開発の一環の
継続内容としての大和茶商品のパッケージ開発の取り組みを紹介する。
第 2章 大和茶普及イベントとアンケート調査（2017 年実施）
（1）大和茶普及イベントの概要
2017 年 11 月 11 日に第三回目となる大和茶普及イベントが実施された。2015 年、2016 年と実施さ
れた内容については、山本・清水（2018a）に記載したとおりである。2017 年は実施より 3年目となっ
た。大和高原北部土地改良区が主催となり、参加する団体は近畿農政局、奈良県、奈良市、山添村、
茶農家、平安女学院大学、京都大学となっている。前回の 2回の実施を受けて、大和茶のブランド力
向上を目的とした市場における日本茶そのものの消費動向についてのアンケート調査を行った。今回
のイベントの方針として、「国内で日本茶を日常的に飲まなくなった方、日本茶を知らない海外の方、
大和茶の存在を知らない方々に対し、幅広く大和茶の美味しさ・効用を伝え、魅力の再認識と購買意
欲を高める」事を目標としている。開催場所が近鉄奈良駅前という国内外の観光客を含めた多くの人
の集まる場所であることからも、より多くの人に奈良のお茶である大和茶を知ってもらうということ
を目的としている1）。2017 年のイベントでは、煎茶の冷茶、和紅茶、暖かい煎茶を呈した。紙コップ
ベースで 2015 年は 4,000 杯、2016 年は 4,400 杯であったが、2017 年は 6,000 杯となり、大きく配布
数が増加した。このイベントに参加した人に対して、アンケート調査も実施した。
（2）アンケート概要と分析
2017 年 11 月 11 日（土）の 10 時から 15 時の時間にて実施した近鉄奈良駅行基広場における大和茶
普及イベントの訪問者に対して大和茶の試飲茶を提供し、A3サイズに印刷したアンケート項目の
ボードを提示して質問し、受け取った回答内容をウェブアンケートサイトに入力する方式で行った。
質問者、質問項目の提示者、ネットアンケートフォームへの入力者の役割分担をした 3名を 1組とし、
全 6組が担当した。質問紙は、日本語、英語、中国語で作成、2組を中国語・英語担当とした。有効
回答数は 218 となった。
回答者の属性については、女性の回答数が 69.3％（151 人）、男性が 28.9％（63 人）、無回答・答えた
くないとした人が 1.8％（4人）となった。居住地域に関しては、国内が 87.2％（190 人）、海外 12.8％
（28 人）となった。国内のうち、奈良県在住は、68 人となった。回答者の年齢においては、20 歳未満
4.6％（10 人）、20 歳 代 12.4％（27 人）、30 歳 代 14.7%（32 人）、40 歳 代 22.0％（48 人）、50 歳 代 14.7％
（32 人）、60 歳代 19.3％（42 人）、70 歳代 11.0%（24 人）、その他2）1.4％（3人）となった。すべての年代
において回答を得ることができている。
以下に、日本茶の選び方や飲み方が世代によってどのように異なるかについての検討を行う3）。
（3）世代による日本茶のいれ方の違い
日本茶全般の消費動向として日本茶のいれ方そのものについて尋ねたところ、「急須でいれる」人
が約半数、次に続く「ペットボトル飲料」、「ティーバッグ」がほぼ同じ割合となっている。また、そ
の他の回答として多かったものに、やかんやポットで茶葉を入れて沸かすというものもあった。「あ
なたが最もよく飲む日本茶のいれ方は？（一つ選択）」という設問に対して、回答者の年齢別としたク
ロス集計結果は、表 2のとおりである。とくに、60 歳代、70 歳代では、急須でいれる割合が 80％以
上であるが、若い世代になればなるほど、ペットボトルやティーバッグの割合が高くなっていること
がわかる。
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さらに表 2の結果をふまえ、日本茶のいれ方で①の急須でいれるという回答とそれ以外を、年代別
（①から⑦）でクロス集計し、カイ二乗検定を行ったものが表 3である。検定の結果、1％有意の結果
が認められた（χ 2＝53.114, df＝6, p<.01）。また、残差分析を行ったところ、20 代において急須でいれ
ない人が有意に多く、60 代、70 代では急須でいれる人が有意に多いことが判明した。急須の使用は
世代によって異なっていることがわかった。
（4）世代による商品選択の違い
また、普段どのような観点で商品を選択しているかについても調査を行った。「あなたは、どのよ
うに日本茶を選んでいますか？（複数回答））」という日本茶の選択で重視するポイントについて尋ね
た質問については、一番重視するのは、「味」であることがわかる。続いて、価格、ブランド（銘柄、
生産地など）が続いている。その他の回答において目立ったものは、プレゼントやもらい物であり、
自らが買うことがないという回答も 7人となっている。すべての世代において味は重視するポイント
となっているが、試飲などができないような場合には、価格とその形状が重要となってくる。ブラン
ドという回答をしたのは、40 歳代、60 歳代が多くなっている。パッケージデザインに関しては、全
体の割合としては、低いものの 20 歳未満、60 歳代、70 歳代は回答が 0であるのに比して、20 歳代、
＊ その他には、無回答 1人、家族連れ 40 歳代と 8歳と 6歳、さらに 60 歳代女性と 70 歳代男性の夫婦と答えた
回答が含まれる。
＊ ＋p<.10 ＊p<.05 ＊＊p<.01 と表記
表 2 日本茶のいれ方×年齢 クロス集計結果
表 3 急須の使用×年齢構成
表 4 商品選択の重視ポイント×年齢 クロス集計結果
①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳以上 その他＊ 合 計
①急須でいれる 2 2 12 17 16 34 19 2 104
②ティーバッグでいれる 2 13 10 11 8 4 2 0 50
③ペットボトル飲料 4 11 9 15 8 2 1 1 51
④缶入り飲料・紙パック飲料 2 0 0 0 0 0 0 0 2
⑤給茶機 0 0 1 2 0 1 0 0 4
⑥その他 0 1 0 3 0 1 2 0 7
合 計 10 27 32 48 32 42 24 3 218
①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳以上 合 計
急須で
いれる
度数 2 2 12 17 16 34 19 102
期待度数 4.744 12.809 15.181 22.772 15.181 19.926 11.386 101.999
調整済み残差 －1.78＋ －4.455＊＊ －1.221 －1.893＋ 0.314 4.848＊＊ 3.302＊＊
急須
以外
度数 8 25 20 31 16 8 5 113
期待度数 5.256 14.191 16.819 25.228 16.819 22.074 12.614 113.001
調整済み残差 1.78＋ 4.455＊＊ 1.221 1.893＋ －0.314 －4.848＊＊ －3.302＊＊
③味 ②価格
③パッケージ
（ティーバッ
グや小分け）
③パッケージ
デザイン
⑤ブランド
（銘 柄、生
産地など）
⑥手 軽 さ
（手に入れ
やすい）
⑦その他 計
①20歳未満 5 3 0 0 2 2 0 12
②20歳代 13 13 3 3 3 4 0 39
③30歳代 21 14 4 2 7 7 3 58
④40歳代 21 12 4 2 15 12 2 68
⑤50歳代 20 8 2 1 6 6 3 46
⑥60歳代 33 15 1 0 14 2 1 66
⑦70歳以上 13 5 1 0 4 4 7 34
計 126 70 15 8 51 37 16 323
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30 歳代、40 歳代にはニーズがあることがわかった。さらに手軽さのニーズも、同じく 20 歳代、30
歳代、40 歳代にあるようである。
以上のアンケートの結果より、若い世代は急須で茶を楽しむという生活習慣から離れて、ペットボ
トルやティーバッグといった手軽な形状で茶を楽しむ傾向がみられる。また、商品を手に取るときに
は、味が重要な決定要因ではあるものの、価格、そして手軽に飲める形となったティーバッグや小分
け、さらにはパッケージデザインといったもので商品を選ぶことが分かった。また、40 歳代は全般
的に若い世代と同じような手軽さや価格を求めるものの、ブランドも重視するという傾向も認められ
る。前述したように『急須でいれる』ことの多い 60 歳代、70 歳代では、手軽さには若い世代ほど魅
力を感じておらず、味が決定要因とする人が多く、ブランドを重視する人も多い。このように、世代
によって茶の楽しみ方が異なるがゆえに、求められる商品も異なることが判明した。
第 3章 大和茶商品のパッケージデザイン開発
（1）月ヶ瀬の女性部メンバーとの会議
大和茶の生産地域である奈良市月ヶ瀬の月ヶ瀬協議会と平安女学院大学は 2016 年 11 月に大和茶の
振興に向けて「大和茶商品開発連携協定書」を提携し、大和茶を使った商品開発を共に行ってきた。
この活動は農林水産省による山村活性化支援対策事業4）の一環として実施している5）。そのため、一
連の商品開発活動は、山村活性化支援対策事業の目的として地域資源である大和茶を活用した商品開
発によって、月ヶ瀬地域で新たな雇用を生み出し、大和茶の消費拡大や販売促進、付加価値向上を図
るという目的に沿ってなされてきた6）。
このような大和茶を材料とした商品開発に加えて、日本茶をリーフでお茶として飲むことそのもの
を広めるための取り組みとして、何ができるかという検討を月ヶ瀬の茶農家の女性とともに行ってき
た。茶農家の女性部のメンバーと平安女学院大学の学生 3名が 2017 年 4 月 12 日午後より大和茶振興
を目的としたお茶部会への会議に参加した。その議論の中では、大和茶そのものをより多くの人に手
に取ってもらうために、フレーバーティーとしての桜茶やインバウンド向けの茶、茶枕のデザイン、
体験教室といった案が出た。その中でも特に製品そのものを生み出すというよりも、製品はそのまま
で、より広い世代に手に取ってもらいやすくする
ためのパッケージを平安女学院大学と連携してデ
ザインしてみてはどうかという案が出てきた。そ
の後、平安女学院大学山本研究室 3回生にてゼミ
活動の一環として、茶のパッケージなどのデザイ
ンを考えた。2017 年 7 月 10 日には、デザインの
デッサン類を持参し、奈良市役所奈良ブランド推
進課メンバーと今後の振興活動についての打ち合
わせを行った。こうした大和茶振興にかかわる活
動と並行し、同じく月ヶ瀬地区で行われた「稲の
手刈り・穂架かけ参加体験」というイベントで、
農業体験・「農家民泊」学生モニターの募集が行
われた（案内は図 2参照）。2017 年 9 月 30 日から
10 月 1 日の一泊二日のイベントに平安女学院大
学の学生 3名が参加し、先の会議に参加した茶農
家の女性部の自宅に宿泊させていただき、稲刈り
を体験した。この体験の様子は、平安女学院大学
図 2 「稲の手刈り・穂架かけ参加体験」の案内
出典：奈良市役所奈良ブランド推進課作成資料
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のブログ記事7）にも記載されている。
（2）大和茶普及イベント後の商品開発の取り組み
前述の大和茶普及イベントは、2017 年 11 月 11 日に実施された。その折には、ともに商品開発を
進めてきた月ヶ瀬の茶農家の女性部のメンバーも参加し、平安女学院大学の学生も通訳として 4名
（英語 2名、中国語 2名）、アンケート実施要員として 20 名、イベント全般の手伝い 1名の 25 名が参
加した。この時のアンケート実施の様子についても学生がブログに記している8）。幾度かの会議を経
て、茶農家のメンバーとも顔見知りになっていることもあり、互いにコミュニケーションが取れた和
やかなムードでイベントは実施された。その折に実施したアンケートの結果も反映させ、このイベン
トの目的とされていた「大和茶の存在を知らない人に幅広く大和茶のおいしさ・効用を伝え、魅力の
再認識と購買意欲を高める」という点も加味し、より広い年代に手に取ってもらいやすい商品パッ
ケージの開発に向けた検討が再開された。デザインや小分けといったアンケートからわかった市場の
ニーズに合わせて、容量選択を含めた商品パッケージデザインを平安女学院大学の学生と茶農家の農
事組合法人グリーンウェーブ月ヶ瀬女性部であるミセスグリーンのメンバーで開発することが決定し
た。
2017 年 12 月 18 日には、ミセスグリーンのメンバーと平安女学院の学生 2名とで具体的なパッ
ケージデザイン開発の会議を行った。従来のパッケージであっても、リボンなどで印象が変わること
などについても認識を共有した。その後、パッケージそのものの選択から学生が関与することが可能
となったことで、市場で目を引く色、サイズなどを決定するために、多数奈良県産のお茶が販売され
ている直売所へと足を運び、目立つ色や形、パッケージに貼るシールのデザインなどの検討を行った。
冬休み期間中に学生がシールのデザインと、パッケージの案を選択した。その内容をもって、年明
け 2018 年 1 月 15 日午後より商品開発会議を実施した。この会議にて、パッケージ発注に向けた検討
が行われた。2018 年 1 月 16 日には奈良市役所奈良ブランド推進課のメンバーを通じて学生が選択し
た、和紅茶用のピンク色、煎茶用の水色、粉末茶用の薄緑色のパッケージが発注された。サイズにつ
いても 2018 年 1 月 17 日には、平安女学院大学の学生によるパッケージシールのデザインが完成し、
原案を送付し、奈良ブランド推進課より、シール印刷業者へと発注がされた。その後、ミセスグリー
ンのメンバーに印刷済みのシールとパッケージが届けられた。さらに、グリーンウェーブ月ヶ瀬のマ
スコットキャラクターのシールの下にリボンをつけてデザイン性を高めた。2018 年 2 月 18 日に実施
される月ヶ瀬マラソン大会にて大和茶の試飲とともに、試験的に販売会を実施するという計画が立て
られた。このマラソン大会は、老若男女約
500 名が参加する月ヶ瀬のイベントとなって
いる。出された商品は、平安女学院大学の学
生が携わった和紅茶、煎茶、粉末茶のパッ
ケージの他、山村活性化支援対策事業の一環
として別のグループで開発された新しいパッ
ケージのほうじ茶、そして、ミセスグリーン
が作成した茶枕などであった。特に、学生が
作成した 3つの商品は 3つ並べて陳列され、
手書きのポップが添えられた（写真 1）。試験
販売会には、パッケージ開発に直接携わった
学生 2名と教員 1名が付き添った。試験販売
会の内容は表 5のとおりである。ほうじ茶の
写真 1 月ヶ瀬梅渓新春マラソン大会での商品陳列
（平安女学院大学ブログ記事より）
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パッケージが茶色の袋の上に白色の印刷であったこともあり、学生が考案した新しいパッケージは今
までの茶のパッケージには見られないものであり、人目をひいたと考えられる。また、販売現場にお
いては、小中学生の子供を有する 20 歳代後半から 40 歳代の父母がマラソン大会の付き添いで参加し
ており、従来よりも小さいパッケージであり、値段も手ごろであることからお試しで買ってみるとの
コメントも多く聞かれた。今まで奈良県内の人に対しても認識が薄かった和紅茶を試飲で出したとい
う効果もあるが、手軽なティーバッグやピンクとハートのパッケージがかわいらしいというコメント
も多く、全般的に好評だった。水色の煎茶のリーフティについては、ミセスグリーンの試飲の効果も
あり、年配のマラソン参加者に好評であった。開発したパッケージは 3種類とも短時間であったがか
なりの売り上げとなった。さらにこれらの様子についても学内ブログにおいて学生が報告している9）。
この商品の完成をもって、平安女学院大学とのコラボの大和茶商品は三種類売り出されることに
なった。月ヶ瀬は梅でも有名であるが、その梅まつりでも学生が手掛けた商品は販売され、好評との
ことであった。好評のあまり、当初予定していた印刷シール数では足りないとの連絡が 2018 年 3 月
11 日にミセスグリーンのメンバーよりあった。緊急で追加シール印刷を行いたいとのお話であった
が、その際にデザインの改善について提案があった。具体的には、パッケージシールを貼り付ける際
に、当初のデザインでは印刷サイズが大きすぎて、一つ一つパッケージの型にあわせてシールを切り
抜いて貼り付ける作業を行わなければならず、この煩雑さを回避できるように、切り抜かずに済むサ
イズにシールを変更したいという内容であった。さらに、平安女学院大学からも、学生がコラボレー
ションしてデザインしたということをパッケージに明記したいという要望があった。
そこで、急遽 2018 年 3 月 19 日午後にグリーンウェーブ月ヶ瀬にて、両者の要望を合わせた形での
パッケージデザインの変更を行った。特に、
袋詰めを行う茶農家の作業性（シールの貼り
やすさ）とデザインのすり合わせが必要と
なっていた。長方形だとデザインが歪んでし
まうため、できるだけ正方形にしたいという
学生の意見もあった。そこで、最終的には、
ほぼ正方形のシールの上に、平安女学院大学
とのコラボの文言と、従来のデザインを入れ
込むこととなった。またシールに貼り付けて
いたリボンについても、写真 2のようにまと
めてラッピングする際につけることとし、茶
農家の作業性を重視した。この形をもって、
山村活性化支援対策事業の一環としての事業
出典：奈良市役所 奈良ブランド推進課作成資料を参考に筆者作成
表 5 試験販売会の概要（月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会）
日 時 2018 年 2 月 18 日（日）9時～13 時
商 品 煎茶、粉末茶、和紅茶、ほうじ茶
参 加 者 ミセスグリーン 2名、平安女学院大学 3名
販売価格 単品 400 円 セット 1,000 円（煎茶、粉末茶、和紅茶の 3点）
販売実績 煎 茶 ：20 個 8,000 円
粉末茶 ：17 個 6,800 円
和紅茶 ：28 個 11,200 円
ほうじ茶： 3個 1,200 円
セット ： 2個 2,000 円 合計 29,200 円
写真 2 ラッピングされた新しいパッケージの商品
（平安女学院大学地域連携センター撮影）
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活動期間（2018 年 3 月まで）は終了した。
第 4章 まとめ
今回の商品開発については、市場におけるアンケートからニーズを洗い出し、若い世代を含めた幅
広い年代に手に取ってもらえるような商品パッケージの開発を行った。アンケートでは 40 歳代を境
目として世代間で茶のいれ方、さらには商品購入の決定要因が異なっていることがわかった。若い世
代では、ペットボトル、ティーバッグが主流となっており、急須でいれる茶になじみが薄いことが判
明した。また、世代が上がるにつれて、急須でいれる茶が日常的になっていることもわかった。こう
した世代間のライフスタイルの違いを包括する形で、パッケージの開発を行った。特に、若い世代に
求められる「手軽なサイズ」で、「手に届きやすい価格」、「飲みやすい形状（ティーバッグ商品や粉末
茶など）」、「人目をひくパッケージ」といった点を考慮し、20 歳代の学生をデザイナーとして起用し、
パッケージ開発を行った。さらにアンケートでどんな世代でも高い割合で購入の決定要因となってい
た「味」については、実際に試飲で確かめることができるという場で販売することで広い世代の購入
要因を満たす形での販売実験を行うことができた。また今回の試飲販売会の実施によって、大和茶と
いう「ブランドで購入する」という結果につながってくれればと考えている。
おわりに
最後に、山村活性化支援対策事業による助成金の活動が終わった後の開発パッケージ商品の行方に
ついて報告を行いたい。通常このような補助金の活動については、助成期間が終われば商品そのもの
がなくなってしまうことは少なくない。最終パッケージ変更によって、平安女学院大学コラボ商品で
あるという明記を行うことで、平安女学院大学関係者によって、訪問先などへの贈答品、さらには教
職員の手土産といった幅広い用途で使われる用途が確保できている。今回の商品開発を行った学生が
所属する国際観光学部だけでなく、こども教育学部、平安女学院大学短期大学部保育科においても、
積極的に活用されている。また、2018 年 10 月 27 日に実施された大和茶普及イベントにおいてもク
イズ満点賞として、この商品が採用されている。2019 年 2 月 19 日から 22 日の間に実施される農林
水産省「山村活性化対策（商談会開催事業）」「山の恵みマッチング」というイベントにおいてもこの
平安女学院大学コラボ商品が出品されることとなっている10）。
茶農家の立場から見れば、一般の市場で販売される売り上げに加えて、このような独自の販売ルー
トが確約されていることは製造販売元としても安定的な収入につながり、持続可能な茶業へと発展す
る可能性がある。さらに、商品開発に携わった学生にとっても、自らのデザインした商品が実際に継
続して販売されていることを実感することは、社会参画意識の向上など、副次的な教育的効果をもた
らすだろう。
今後は、大和茶を含めた日本茶の知識が一般消費者や学生に代表される若い世代にどの程度広まっ
ているのかについて調査したうえで、教育や家庭の中から持続可能な茶業を支える基盤がどの程度確
立しているのかについての検討を行っていきたいと考えている。
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注
1） 平成 2017 年 11 月 6 日付の近畿農政局作成による企画書は、開催場所が近鉄奈良駅前行基広場と前年度と同
じであることから、基本的には前年度を踏襲しているが、より広く日本茶を広めるというコンセプトになっ
ている点、国内外の観光客を強く意識し、消費者の日本茶の消費動向の把握から大和茶のブランディングを
目的にしていることがわかる。
2） その他には、無回答 1人、家族連れ 40 歳代と 8歳と 6歳、さらに 60 歳代女性と 70 歳代男性の夫婦と答えた
回答が含まれる。
3） このアンケート項目すべての単純集計結果については、山本・清水（2018b）に記載している。
4） この山村活性化支援対策事業の内容については、農林水産省「山村への支援施策」に詳しい。
http://www.maff.go.jp/j/nousin/tiiki/sanson/s_sesaku/sesaku.html 2018/09/30 アクセス
5） 山村の活性化に向けて、農林水産業及びその資源を活用して山村の所得や雇用の増大を図ることが目的の助
成金都市と農山漁村の共生・対流の促進を図る目的で、①地域資源の賦存状態・利用形態などの調査、②地
域資源を活用するための合意形成、組織づくり、人材育成、③地域資源の消費拡大や販売促進、付加価値向
上を図る取り組みに対して交付金を交付している。この事業そのものは、振興山村地区を対象としており、
奈良市では前述の月ヶ瀬地区が該当地区である。この事業の事務局は平安女学院大学と協定を結んでいる
月ヶ瀬協議会がある地元地方自治体である奈良市となる。2015 年 4 月から 2018 年 3 月の 3カ年での実施と
なっている。この助成金の詳細に関しては、山本・清水（2018b）に詳細を記載した。
6） 2016 年から実施している商品開発については、山本・清水（2018a）で述べた取り組みが、「お茶羊羹」「奈良、
月ヶ瀬のお茶でつくられた お茶うどん」（お茶パスタから進化させ乾麺のうどんとなっている）などは、市場
販売商品として販売に至る形となっている。（2018 年 10 月現在）
7） 平安女学院大学ブログ記事 国際観光学部「農家体験・民泊に参加してきました！」
http://blog.heian.ac.jp/kyoto/kanko/20171011－1703 2018/9/30 2018/09/30 アクセス
8） 平安女学院大学ブログ記事 国際観光学部「奈良県特産「大和茶」の PRイベントに参加しました」
http://blog.heian.ac.jp/kyoto/kanko/20171117－2293 2018/09/30 アクセス
9） 平安女学院大学ブログ記事 国際観光学部「奈良県で開催された「月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会」でお茶の
販売を行いました」
http://blog.heian.ac.jp/kyoto/kanko/20180226-2822 2018/09/30 アクセス
10） 農林水産省「山村活性化対策（商談会開催事業）」「山の恵みマッチング」
https://yamanomegumi.jp/ 2018/09/30 アクセス
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Challenges for Sustainable Local Resource
Management of Tea Farming②
̶ Case Study of the Yamato-cha Produce Event
and Tea Product Development ̶
YAMAMOTO, Yoshika・SHIMIZU, Natsuki
The Yamato-Cha is produced mainly in the Yamato Highlands of Northeast Nara. In this paper we
focus on the Yamato-cha branding in the market survey and package design development though
collaboration in cooperation with local community of Tsukigase, Nara city and St. Agnes’ Heian
Jogakuin University. We investigated generation gap of Japanese tea purchase and consumption of
their lifestyle though street market survey at the Yamato-cha PR event of 2017. Especially younger
generations prefer pet bottled tea and tea bag rather than tea pot brewed tea. We try to produce new
Yamato-tea products to suit the needs of all generations, especially younger with collaboration
between university students and tea farmers. The products with new package design were finally
sold and successfully accepted at the market.
Key words: Japanese green tea, local resource management, sustainability, product development,
branding image strategy
山本 芳華・清水 夏樹
－ 30 －
